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カリフォルニア州ロングビーチにて2014年
11月20日 か ら23日 に か け て 開 催 さ れ た
Psychonomic Societyの年次大会に参加した。
筆者が発表したポスターセッションは，
Hyatt Regency Hotelの隣にあるコンベンショ
ンセンターを会場に行われた（図1）。
本大会では，ストレス負荷や精神疾患の発
症の手法として使用されている強制水泳手続
きが文脈変化による条件刺激（CS）への恐怖
反応に及ぼす影響について，強制水泳の日数
と実施時期を操作した検討について発表を
行った。
これを検討するために使用した実験では，恐怖の獲得―消去―テストの3つのフェーズに分け，
消去のみ文脈の異なる2つの環境を設けた。実験1では1試行の，実験2では5試行の強制水泳を
消去フェーズの前に行うことで，恐怖反応の消去および再発に与える影響について比較した。そ
の結果，消去時の環境が異なる条件で手続きを受けた個体において，1試行の強制水泳を経験し
たものは恐怖反応の消去が遅れ，再発の程度が強くその後のテスト文脈で恐怖反応が持続する
傾向がみられた。その一方で，5試行の強制水泳を経験した個体には，消去，テストともに強制
水泳を受けなかった個体と違いがみられなかった。実験3において1試行の強制水泳を消去フェー
ズ後に行った結果，強制水泳を受けた個体と受けなかった個体との間に違いがみられなかった。
これらの結果から，実験1でみられた強制水泳の影響は，恐怖反応の再発ではなく消去に対する
ものである可能性が示唆された。また，実験2より，強制水泳の回数を重ねることで消去に対す
る影響もみられなくなっていることから，強制水泳は突発的なストレス課題として機能し，消去
の学習に干渉するが，課題が長期化すると課題に対する慣れが生じて学習の水準が元に戻るこ
とが考えられる。
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図1：会場のコンベンションセンター
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これらの結果について，ポスターセッションを聞きに来た参加者と議論を行い，強制水泳の果
たす役割や今後の方向性について，参考になる意見を多く得ることができた。強制水泳はストレ
ス課題や精神疾患モデルとしても使用されているため，薬物実験も取り入れつつ強制水泳の作用
を特定することをまず行うべきであると，本大会を通じて確信した。本大会での発表は，本プロジェ
クトにおけるこれまでの研究・実験から一歩前進する，非常に有意義な機会であった。
